
ニューグリップカウル�
組付・取扱説明書�

適応機種�
YP250/250G、YP250（4D9）�

XJR400/1200

Q5K-YSK-024-R10 YSK-024-R10-M02

構 成 部 品 �

No. 品 名 � 部 品 番 号 � 数 量 � 備 考 �

1�
1�
2�
2�
2�
2�
4�
4�
4�
4�
2

グリップカウル（L）�
グリップカウル（R）�
インサイドステー�
アウトサイドステー�
スペーサー�
ソケットボルト�
ウェルナット�
スクリュー�
ワッシャー�
ゴムワッシャー�
ホルダー�

　部品番号欄が空欄のものは、補修部品の設定はありません。�
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Q5K-YSK-024-R11�
Q5K-YSK-024-R12

－1－�

はじめに�
Aお 客 様 へ �

A販売店様へ�

お買い上げ誠にありがとうございます。�
本書には商品の正しい組付方法と注意事項について説明してあります。商品を正しくお使いいただくために、ご使用前に必ず本書
をよくお読みいただき、ご不明な点は販売店にお問い合わせください。�
本製品は、オートバイに関する整備上の一般的な知識および技能を有する方（販売店、整備業者）が組み付けることを前提として
おります。それ以外の方が組み付けを行うと知識不足、技能不足のため、トラブル、機械破損などの原因となることがありますの
で、販売店に組み付けを依頼してください。本書は、お車の取扱説明書および本品の取付に際して取り外した部品と一緒に保管し
てください。お車を譲られるときは、この説明書もお渡しください。�

�
本製品の商品説明および取り扱い上の注意点を、お客様に充分ご説明いただくようお願い申し上げます。�
本書および本品の取付に際して取り外した部品は、必ずお客様にお渡しください。�

本書では正しい組み付け、取り扱いに関する事項を下記のシンボルマークで表示しています。�

ヤマハ�サービスマニュアルを参照してください。�

取扱いを誤った場合、物的損害の発生が想定される場合を示してあります。�

正しい取扱方法や、作業上のポイントを示してあります。�要　　点�

注  意�

取扱いを誤った場合、死亡または重傷及び傷害に至る可能性が想定される場合を示してあります。�警  告�

工数：0.2h 

�
�
�
�
�
M6×70、YP250（4D9）は使用しません�
�
�
�
�
YP250（4D9）は使用しません�

● キット以外の部品は、スタンダード車の部品を再使用します。�
● 取り外した部品は再使用しませんが、スタンダードに戻すときに必要となりますので大切に保管してください。�

要　　点�



－2－�

●スクリューiは、仮締めにしてください。�
●インサイドステーeはバックミラーと共締めになります。�

要　　点�

グリップカウルLq・Rw、インサイドステーe、アウトサイドステーr、ウェルナットu、ゴムワッシャー!0、ワッ
シャーo、スクリューi、スペーサーt、ソケットボルトy（YP250（4D9）はスタンダード車のボルトを使用し
ます）を仮組み（破線部分A）します。�
仮組みしたものをハンドルに組み付け、ソケットボルトy（YP250（4D9）はスタンダード車のボルト）とバック
ミラーで締め付けます。�
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YP250/250G、XJR400/1200 YP250（4D9）�

グリップカウルLq・Rwを各レバーと干渉しない位置に調整し、スクリューiで締め付けます。�5.

組 付 方 法 �

バックミラー、グリップエンドを取り外します。�
ホルダー!1をハンドルのネジ底に軽く当たる程度にネジ込みます。（YP250（4D9）はホルダー!1を使用しません）�

1.�
2.

ホルダー!1を強く締め付けないでください。ホルダーのネジ部が損傷する恐れがあります。�

注  意�

● 組み付け後、各レバー操作に支障がないか確認してください。�
● 各組み付け部に緩みやガタつきがないことを確認してください。�

警  告�
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